
 

「軌道敷緑化」を実現する主なマテリアル 
 

■周辺対策 「見切り材・各種シート（保護・保水・排水）」 
 

緑化基盤は、路面電車の軌道や地盤（土やコンクリートなど状況は様々）の

機能を損なわないよう、縁を切って設置します。軌道の周囲には、「見切り

材」を設置するとともに、現場の状況に合わせて、「保護対策」「保水対策」

「排水対策」などのシートを設置します。 
 
 

■生育対策 「軌道敷緑化専用客土」 
 

地域客土の特徴に応じて、数種類の土壌改良材を配合し、芝生根系（中央

分離帯の場合は芝生や植物）の活性化を促します。 

 

 
 
 

■緊急車両対策 「シラス緑化基盤」 （製造元：株式会社ストーンワークス） 
 

鹿児島地方に多く堆積するシラスを有効活用した環境配慮型資材です。芝

生の生育に必要な保水性と通気性を兼ね備えた平板で、散水管理やエアレ

ーションの軽減など、メンテナンスの省力化を図ります。また耐圧性が高く緊

急車両などが進入した際の、車輪の空回り（スタッグ）の防止に役立ちます。 
 
 

■熱対策 「断熱用シラス緑化基盤」 （製造元：株式会社ストーンワークス） 
 

夏季８０℃以上にもなる土留金具などの熱によって、芝生が焼け枯死するこ

とを防止するために使用します。シラス基盤の断熱効果によって、金属面  

８０℃以上に対し、植栽基盤接地面を３０℃以下に下げる効果があり、芝生

も根付きやすくなります。 
 

「軌道敷緑化」モデル事例 ―かごしま市電の取り組み― 

平成１６年３月に九州新幹線・鹿児島中央～新八代区間が開業し、

来年にはＮＨＫ大河ドラマ「篤姫」の舞台となるなど、注目を集めて

いる「鹿児島」で、緑を活用した全国でも新しい「軌道敷緑化」の試

みが始まっています。 
 

これまでに、新幹線の発着駅と連絡している鹿児島中央駅前電

停から高見馬場電停区間までの約５７８ｍの軌道敷緑化が完成し、

連接式超低床電車「ユートラムⅡ」の運行開始と合わせ、２００７

年４月２６日に記念式典が行われました。夜間は芝生空間のライ

トアップも行われ、幻想的な都市空間が訪れた観光客に新しい魅力をアピールしています。  
 

軌道式緑化の導入による効果の１つにヒートアイランド現象の緩和効果があげられます。鹿児島市より 

発刊された「軌道敷緑化・ライトアップ事業」に関するパンフレットによると、鹿児島中央駅前付近で行われ

たサーモグラフィ調査では夏季（８月末頃）、車道アスファルト面が４３℃だったのに対し、軌道敷芝生面は  

３１.５℃と、１１.５℃の温度差が確認されたそうです。 
 

最近では、毎年１１月に開催される南九州最大のおはら祭（おはら祭り）に向けて、高見馬場電停から桜

島桟橋通電停までの約９２０ｍに軌道敷緑化が導入され、祭りに彩を添えました。 
 

広報問合先(軌道敷緑化について)  ：鹿児島市役所 建設局 公園緑化課 電話 ０９９-２２４-１１１１ 

広報問合先(ユートラムⅡについて) ：鹿児島市役所 交通局 電車事業課 電話 ０９９-２５７-２１１６ 

 

  

 

 




